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景観保全・育成の方針と景観基準について 

町の特徴を生かし、景観保全・育成に取り組みながら土地利用計画と連動した町づくりを行うため、

景観ゾーンの分類を検討してきました。  
各ゾーンにおいて、守るべき景観、これからの町づくりで育て、活かせる景観となるよう景観基準

を検討します。  
 
１.沿道地域 

町の下段、中段、上段それぞれに位置する３つの幹線道路は、生活を支えるだけでなくリニア中央

新幹線（長野県駅）や（仮）座光寺スマート ICへのアクセス道路など多様な役割を持っています。 

これらの道路は、町内外から多くの人々が利用しており、沿道から見える風景はそのまま町の印象

を与える重要な景観要素です。  

国道 153 号は町の主要幹線道路として発展し、多くの商業施設や業務施設が立地しています。これ

に次いで、第二の発展・活力の軸として、今後の土地利用や町の特徴を生かしながらシンボル的な道

路として伊那南部広域農道（フルーツライン）を重点地域と位置づけます。   

 

（１）範囲の設定  

沿道地域（重点地域）：伊那南部広域農道（松川町境～飯田市境間）の両側 50ｍ 

沿道地域 ：国道 153 号及び上段横断道路（松川町境～飯田市境間）の両側 30ｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［沿道地域（重点地域）］ 

伊那南部広域農道 
（フルーツライン） 

［沿道地域］ 

上段横断道路 
（ハーモニックロード） 

［沿道地域］ 

国道153号 
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（２）伊那南部広域農道の位置づけ 

伊那南部広域農道（フルーツライン）は、先に策定した「高森町土地利用計画」にて『おもてな

しと暮らし型の沿道』と位置づけ、周辺の優良農地を保全するとともに、住民の生活支援及び来訪

者をおもてなしできる複合型のまちづくりを目指している道路です。  

 
地 区 設定理由 

おもてなしと 

暮らし型の沿道 

（広域農道） 

広域農道沿線は、優良農地と宅地化が進んでいる区聞があります。今後は、

宅地化しながら町全体のまちづくりを図り、南北の「町の交流軸」を形成す

ることが将来的にも重要です。また、来訪者を迎え入れ、おもてなしできる

仕掛けが必要とのご意見を踏まえ、広域農道沿道を来訪者が交流できるおも

てなしと町民の住宅暮らし形成のための沿道とします。 

景観保全型の沿道 

（上段横断道路） 

上段道路の沿道は自然・景観に優れていますので、周辺を含めた景観を保

全する沿道とします。   

商業･業務サービス型 

の沿道 

（国道 153 号） 

国道 153 号は、リニア中央新幹線長野県駅へのアクセス道として、開発の

影響を受けることが予想されることから乱開発の防止、景観の維持向上が必

要です。町を代表する幹線道路として、商業や業務サービス型が充実される

沿道とします。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考：高森町土地利用計画（平成28年3月） 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用計画  地域住民の生活利便性と、来訪者をおもてなしできる環境づくりを目指し、住宅やサー

ビス施設の適正な誘導、配置に取り組んでいます。 
 
景観計画    建築物や工作物を対象に建築・改築等の設置に関するルール（基準）を設け、背景となる

里山や段丘林、周辺の農地を生かした風景づくりを目指します。 



3 

 

（３）伊那南部広域農道の景観育成の考え方 

町の歴史的成り立ちでは、上段から天竜川に注ぐ３つの河川（大島川・胡麻目川・田沢川）に

分けられた集落を結ぶ旧街道すじ（飯島飯田線）が人や物が行き交う主要道路でありました。 

現在も往時の名残を残す歴史ある建物が残っています。  

これに対し伊那南部広域農道（フルーツライン）は、伊那南部地域の農業支援を目的に新たに

整備された道路ですが、ゆとりのある幅員と自動車交通需要の増加に伴い、周辺都市を結ぶ幹線

道路としても利用されています。     

将来、（仮）座光寺スマートインター、リニア中央新幹線（仮）長野県駅が開設されると、ア

クセス道路として一層の利用が見込まれる道路です。  

現在、伊那南部広域農道沿線の多くは果樹園や田畑が広がり、里山、段丘林と相まって風情あ

る景観を形成しています。    

一方で、住宅や店舗などが立地しているところもあり、土地利用計画で方向性を定めたように

ある程度の宅地化や生活利便施設の立地を担保することも必要となっています。  

このため優良農地の一団や良好な風景を残す部分は大切に維持・保全に努めながら、住民の生

活利便性向上及び来訪者をおもてなしする高森町のシンボル的な道路と捉え、景観計画でも重点

地域と位置づけます。    

ただし広域農道の沿道には、高低差のある地形や保全すべき農地、里山や段丘林を眺望できる

視点場などの諸条件があり、開発については限定的に行い、景観保全･育成の取り組みは全体で

取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【広域農道沿線】 

■全ての区間を開発誘導するのでなく、限定的な範囲に留める。 

■景観保全・育成のルール（景観基準）は全体に設定 

高速交通網を生か

した誘客・誘導 
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【旬彩館、丸山公園周辺】 

旬彩館、丸山公園周辺は、眺望ロ

ケーションを生かした“おもてな

しと憩い”拠点に加え、住民の暮

らし・癒しの施設が形成するスポ

ットとしたい  

【沿道生活空間の形成】 

沿道サービス施設や住宅、集合住宅

等の適正配置、誘導を促し山吹地区

への移住・定住につなげる生活環境

づくりを目指したい  

【眺望景観を保全したい区間】 

上段方向では、月夜平大橋や背景となる里山の稜線が映え、沿

道の棚田との眺望景観が望める。  

※土地利用計画でも「優良農地の保全」を位置づけている 

沿道地域（重点地域）の将来イメージ案 

【あんしん市場周辺】 

あんしん市場、コンビニ、飲食店など

を核とする生活拠点を形成、（仮）座光

寺スマート IC 開設を見据え、誘客でき

る“おもてなしスポット”としたい 

【沿道区域の範囲】 

あんしん市場、コンビニ、旬彩館など

既存施設の範囲を目安にすると、概ね

50ｍの範囲内にあることから、 

この範囲を景観重点ゾーンとしたい 
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（４）伊那南部広域農道の現状と特徴 
 

Ａ 特徴的な沿道景観の構造（１） 

沿道から上段方向を見た景観 

・中段地域に広がる田園地帯を横断するフルーツライン 

・後背に連なる山並みの稜線と空、田園風景に調和する集落、緩やかな傾斜地に広がる田畑 

・集落の建物は切妻や寄棟の屋根、周囲の自然と調和する建物の色、集落や建物周りの緑（森） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

沿道から下段方向を見た景観 

・遠方に南アルプスの連なる山並みの稜線と空、河岸段丘の谷間から見える下段地域のまち並みや天竜川 

・田園風景に調和する集落、緩やかな傾斜地に広がる田畑、田園の縁取りとしての段丘林 

・集落の建物は切妻や寄棟の屋根、周囲の自然と調和する建物の色、集落や建物周りの緑（森） 
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Ａ 特徴的な沿道景観の構造（２） 

段丘林に架かる橋上から見た景観 

・緑豊かな段丘林や下段地域を望むことができる橋上 

・進行方向に橋や道路と段丘林の稜線が遠近感を強調させ、天空に向かう感覚の景観 

・電柱や高い建物や工作物・広告物が無く空の広さを感じる景観 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
果樹園を見渡せる沿道景観 

・フルーツラインをイメージさせる沿道の果樹園（リンゴ等） 

・手入れの届いた樹木やあぜの草 

・電柱や高い建物や工作物・広告物が無く空の広さを感じる景観 
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Ｂ 沿道の商業施設 

沿道景観に配慮された施設 

・後背の山並みの稜線に対し水平線を強調しない屋根の形状と建物の高さ（２階以下） 

・自然景観や周辺の集落景観に調和した壁面（板張りなど自然素材使用）や屋根の色 

・山並みの稜線や田園風景を遮らない屋外広告物（抑えられた配色と高さ） 

・道路境界に設置した緑地帯により駐車場の無機質感が軽減 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全国統一デザインの店鋪 

・陸屋根により水平線が強調される建物、高さは２階以下 

・全国統一されたデザイン・色の壁面、壁面広告物、独立型広告物（広告物は企業イメージを示す原色） 

・比較的高さのある独立型広告物（一般地域にある広告物と同じ高さ）  

・無機質感が感じられる広い駐車場 
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Ｃ 沿道に建つ住宅 

旧集落にある既存住宅 

・切妻や寄棟の瓦屋根、自然景観と調和する壁面の色 

・道路境界部の植えられた生け垣と敷地内の庭木、石積みによる擁壁 

・天空をまたぐ電線と沿道の電柱（生活に必要な電力供給） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宅地開発により新しく建てられた住宅 

・新しい建材による屋根や外壁（色・素材等も多種多様の中から施主の好みで選択） 

・道路境界部の植えられた生け垣、今後期待される敷地内の庭木 

・天空をまたぐ新たな電線と沿道の電柱（生活に必要な電力供給） 
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Ｄ 沿道の屋外広告物 

自己用以外の独立型屋外広告物  

・沿道の商業・業務施設の自己用以外に広告する屋外看板  

・周辺の自然景観を阻害しない大きさ、高さ、表示面の色彩   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

店鋪等の敷地に掲げられるのぼり旗（広告旗） 

・賑わいや活気づくりのアイテムとなるのぼり旗 

・比較的派手な配色になりがちな“のぼり旗”（色彩、大きさ、数、間隔） 
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Ｅ 大規模施設（工場） 

沿道から上段方向を見た景観 

・後背の山並みの稜線に対し水平線を協調させない屋根形状と建物の高さ（2 階以下） 

・沿道から離れた立地で圧迫感を感じさせない配置  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ 沿道に面して設置された工作物 

沿道からの景観に工夫がほしい工作物 

・後背の山並みの稜線に対し、ダクト・制御盤設備がそのまま配置。（工作物の配置・概観） 

・近接した範囲に複数の電柱が立地   

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大規模な水平線とならない建物群 

沿道に面して緑がほしい 

沿道に面して設置された設備 

周囲の景観に配慮がほしい 
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（３）沿道地域の景観保全・育成の方針 

 
広域農道沿線は、周辺の高速交通網整備に関連して今後のまちづくり次第で多様な発展が想定されるところです。   
このため、先に整理しました将来イメージ（拠点整備案）や現在の建物等の分布を踏まえ、景観の保全・育成の視点から景観基準を設定します。 

 
現状・問題点 景観保全・育成の方針 景観基準との関係 

■住宅立地も少しずつ増加 

■今後の移住・定住希望者の受け皿も必要 

・周囲の農地、背景となる里山との調和に配慮した立地を誘導 

・周囲の自然地、眺望を活かせる住宅景観の育成 

●建築物の配置、規模、形態意匠、色彩 

○上市田、牛牧区景観形成住民協定 

■商業施設や工場・業務施設の立地 ・景観に配慮しながら生活利便性向上と来訪者誘客につなげる 

環境をつくる       

・集客拠点の形成イメージ  

●建築物の配置、規模、形態意匠、色彩 

○上市田、牛牧区景観形成住民協定 

■電柱や鉄塔などの構造物 

（送電用鉄塔、大規模アンテナ類） 

・できるだけ眺望景観を阻害しないよう設置位置を誘導 

 

●配置、規模、色、敷地周辺 

 

■地上設置型の太陽光発電施設等 ・特に沿道からの眺望範囲を避けた設置を誘導 

 

●敷地周辺部の囲い、緑化 

○設置箇所、規模について別途、町条例や

ガイドラインを設けて対応 

■開発行為や土石の採取 

■土石、廃棄物、再生資源等の堆積 
・沿道からの眺望及び安全性を重視した誘導 

※一時的な行為、安全対策等の緊急対応は除く 

●土地の開墾 

●土石の採取及び鉱物の採掘 

●屋外における土石、廃棄物、再生資源等

の堆積又は貯蔵 

○高森町土地利用の届出等に関する条例 

■屋外広告物（商用看板、のぼり旗）  ・設置効果を阻害しない範囲で景観との調和を誘導 

 

○看板の高さ、大きさ、色彩、色数 

○長野県屋外広告物条例及び（仮）高森町

屋外広告物条例にて対応 

●：景観計画で運用すること ○：別の計画や条例などの仕組みで運用すること   
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（４）沿道地域の景観保全・育成基準の考え方 

 

長野県景観育成計画における景観育成基準をベースとして、高森町の景観保全・育成に必要な

部分は追加、又は変更して考えます。  

 
□規 模 ・・・沿道からみえる里山・段丘林の稜線を確保したい 
 

特に上段方向を望む眺望景観に優れたところでは、遠景となる山並みへの眺望を確保する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□配 置 ・・・・できるだけ道路から後退し、圧迫感を軽減させる空間を確保したい 
 

道路からできるだけ後退した建築物等の配置により、ゆとりある沿道空間を確保する 

確保した空間で緑を設けながら景観育成に努める  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

段丘林の高さ内に抑えている集合住宅 

■牛牧地区景観形成住民協定では、建築物の

高さの上限を１５ｍと設定しています。 
 
■広域農道を含む田園地域は、建ぺい率

（60％）、容積率（100％）で高さの最高限

度を設けなくても一定の制限はあります。 
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□建築物の色彩・・・けばけばしい色彩、周囲の家並みと突出する色使いを避けたい 
 

彩度の高い色の使用は避け、周辺の建物、町並みと調和する色使いとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□工作物等の設置・・・工作物等を設置する場合、沿道からの眺望景観に配慮 
 

駐車場や太陽光発電施設などの施設を設ける場合、周囲を緑化するなど沿道からの眺望景観に

配慮する（安全柵の色、周囲の緑化など） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

できるだけ避けたい事例 

できるだけ避けたい事例 

太陽光発電施設等の設定につい

て、ガイドラインや条例を作成し 
併用して景観保全・育成に取り組

みます。   

周辺市町村の規制を参考にマン

セル値（数値）を設け、高森町だ

けでなく南信州の景観形成とも

連携します。 
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参考 近隣都市の制限（数値） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯田市（普通地域）

中心市街地 沿道 周辺市街地 都市の田園 田園地域 山地・高原

道路後退 数値なし 5ｍ以上後退 数値なし 数値なし 数値なし 10ｍ以上後退

隣地後退 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし

色　彩　等 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし

建築物の高さ 最高限度 31ｍ 20ｍ 20ｍ 20ｍ 15ｍ 15ｍ

伊那市

市街地 田園 山地・森林 山岳・自然公園 沿道 河川 段丘

道路後退 数値なし 数値なし
大規模行為
10ｍ

大規模行為5ｍ 数値なし 数値なし

隣地後退 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし

色　彩　等 屋根及び外壁 数値なし 数値なし 数値なし

建築物の高さ 最高限度 31ｍ
18ｍ

工業団地31ｍ
18ｍ

工業団地31ｍ
数値なし 数値なし 数値なし

箕輪町

住居地域 商工業地域 田園地域 山地・森林 沿道 河川 段丘林

道路後退 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし 大規模施設5ｍ

隣地後退 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし

色　彩　等 屋根及び外壁

建築物の高さ 最高限度 15ｍ 31ｍ 15ｍ 15ｍ

南箕輪町

住居地域 商工業地域 田園地域 山地・森林 沿道 河川 段丘

道路後退 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし 大規模施設5ｍ

隣地後退 数値なし 数値なし 数値なし 数値なし

色　彩　等 屋根及び外壁

建築物の高さ 最高限度 18ｍ 18ｍ 18ｍ 18ｍ

配　　置

配　　置

制限内容　＼　ゾーン区分

配　　置

制限内容　＼　ゾーン区分

建
築
物
及
び
工
作
物

建
築
物
及
び
工
作
物

建
築
物
及
び
工
作
物

建
築
物
及
び
工
作
物

□赤( R )、黄赤( YR )、黄( Y )は彩度７以下

□黄緑( GY ) は彩度6以下

□その他は彩度４以下

制限内容　＼　ゾーン区分

□赤( R )、黄赤( YR )、黄( Y )、黄緑( GY ) は彩度７以下

□その他は彩度４以下

制限内容　＼　ゾーン区分

配　　置

□赤( R )、黄赤( YR )、黄( Y )、黄緑( GY ) は彩度７以下

□その他は彩度４以下

自然公園法及び
長野県立自然公
園条例に準拠
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参考 マンセル値による色見本（□は伊那地域を参考）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


